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幼小連携・接続

オンデマンド研修動画

Ⅰ なぜ幼小連携・接続が必要か

Ⅱ ①幼児教育の役割と特長

②幼児教育で育つ力【演習】

Ⅲ ①接続期の子どもたち

②スタートカリキュラム作成のポイント
Ⅳ 特別支援教育と幼小連携・接続

Ⅴ 雲南市立斐伊小学校区の取組



Ⅲ ② スタートカリキュラム作成のポイント



3

小１プロブレムの解消

＋

小学校以降の学びを
豊かにするため

＋

狭い意味で
特別支援教育に
ＦＯＣＵＳ

子どもたちが安心して
小学校生活を送るため

すべての



（参考）小学校学習指導要領

第１章 総則
第２の４ 学校段階等間の接続
教育課程の編成に当たっては，次の事項に配慮しながら，学校段階等間の
接続を図るものとする。

(1)  幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することによ
り，幼稚園教育要領等に基づく幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を
踏まえて教育活動を実施し，児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向か
うことが可能となるようにすること。
また，低学年における教育全体において，例えば生活科において育成する

自立し生活を豊かにしていくための資質・能力が，他教科等の学習において
も生かされるようにするなど，教科等間の関連を積極的に図り，幼児期の教
育及び中学年以降の教育との円滑な接続が図られるよう工夫すること。特に，
小学校入学当初においては，幼児期において自発的な活動としての遊びを通
して育まれてきたことが，各教科等における学習に円滑に接続されるよう，
生活科を中心に，合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定など，指導
の工夫や指導計画の作成を行うこと。

※下線は講師

4

スタートカリキュラムの義務化



第３ステージのスタートカリキュラムとは

参考資料；『「深い学び」を実現するカリキュラム・マネジメント』
國學院大學教授 田村学氏 著



？？これまでやってきた1年生当初の指導と
何がどう違うの？？

お世話しなければならない1年生

もしかしたら…
小学校生活への「適応指導」を中心に
据えていませんか？

第１ステージ



「スタートカリキュラム」の言葉が生活科編で
初登場

学校に適応できない子どもの増加

クラスが落ち着かない

第１ステージ

H20年改訂の学習指導要領がきっかけ

背景 小１プロブレム



第１ステージ

学校のルールに子どもたちを慣れさせる

スタートカリキュラムの目的

学校生活への適応

そのための工夫



第１ステージ

第１ステージの取組の試行錯誤があった
からこそ，スタートカリキュラムが
スタートできた。

実際には，未だに第１ステージの発想で
入学当初の指導にあたっている学校が
多い。



？？これまでやってきた1年生当初の指導と
何がどう違うの？？

第２ステージ

×お世話しなければならない1年生
〇6歳児としてしっかり自立した子ども

この認識は校内で共有できていますか？

ゼロからのスタートではない





第２ステージ

H２７年頃～

国立教育政策研究所から「スタートカリキュ
ラムスタートセット」が出たことが起爆剤。

第1ステージの「学校生活への適応」を超えて，
より子どもたちの目線に立った様々な取組が展開
された。

ゼロからのスタートではない

ぐんぐんタイム わくわくタイム



第２ステージ 事例

わくわくタイム ぐんぐんタイム



？？これまでやってきた1年生当初の指導と
何がどう違うの？？

第３ステージ

〇幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
〇幼児期の教育を通して育まれた資質・能力
〇学びを豊かにする

第２ステージからのレベルアップが必要

「学び」にフォーカス



第３ステージ

H２９年～

H２９年改訂の学習指導要領 第１章総則 に
位置づけられる。

第２ステージの「安心」や「自己発揮」からさら
に進み，幼児教育での学びを踏まえた教育活動を
実施することが求められている。

「学び」にフォーカス

合科的・関連的な
指導

弾力的な時間割の
設定



第３ステージ

合科的・関連的な指導は単元配列表，

弾力的な時間割の設定は週案によって

形にする。

単元配列表と週案は学校全体で共有する。

全教職員の共通理解の下で実施する。



皆さんの学校は

どのステージですか？

第３ステージを一気に目指す！



第３ステージを目指す際の大前提

幼児期の教育を
理解すること

幼児期に育まれる資質・能力



スタートカリキュラムの役割

幼児教育における総合的な学び

小学校以上での自覚的な学び

ギャップを埋めて，つなぐ



第３ステージの
スタートカリキュラム

合科的・関連的な指導

弾力的な時間割



第３ステージの
スタートカリキュラム

形となっているカリキュラム

具現化されたカリキュラム



９ページから詳しく
説明されています。



特に欠かせないもの

①単元の構成と配列

②週の計画と時間配分

Ｐ１４～２２

合科的・関連的な指導
「単元配列表」

弾力的な時間割の設定
「週案」



合科的・関連的な指導は，単元配列表で形にする

①合 科；生活科を中心とした単元の学習活動において，複数
の教科の目標や内容を組み合わせて学習活動を展開
する。

②関連Ａ；生活科の学習成果を他教科等の学習に生かす。

③関連Ｂ；他教科等の学習成果を生活科の学習に生かす。



第２章
p17



弾力的な時間割の設定は，週案で形にする

①朝の会から１時間目を連続した時間として
設定すること

②２時間続きの学習活動を位置づけること

③10分から15分程度の短い時間を活用して時間割を
構成すること

学習指導要領解説生活科編 P64



第２章 p19



第２章 p20

なかよしタイム
わくわくタイム
ぐんぐんタイム

などなど



なかなか大変そう

どこから
手を付けよう



「真似から入る」
というのはどうですか？

・そのまま使えるところは使う。
・自校の実態に合わせるべきところは
アレンジする。

スタートすることが大事！


